
新
年
の
御
挨
拶

 

中
隊
の
隊
員
諸
官
、

御
家
族
の
皆
様
並
び

に
関
係
各
位
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
旧
年

中
に
賜
り
ま
し
た
ご

支
援
、
ご
厚
情
に
対
し
て
中
隊
を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
訓
練
、
行
事
等
の

予
定
変
更
や
営
内
者
の
帰
省
の
制
限
等
、
御
家
族
に
は
多

く
の
負
担
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
感
染
者
が
発
生
す
る
こ
と
な
く
、
隊
務
に
集

中
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
年
も
任
務
を
完
遂
し
得
る
強
靭
な
中
隊
を
目
指
し
て

厳
し
い
訓
練
と
健
康
管
理
を
両
立
し
な
が
ら
日
々
精
進
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
中
隊
の
活
動
に
対

す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　結
び
に
、
隊
員
諸
官
、
御
家
族
並
び
に
関
係
各
位
の
皆

様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新年のご挨拶

　新年あけましておめでとうござ
います。新年を迎え謹んで連隊、
中隊の皆様、ご家族皆様のご健勝
と御多幸をお祈り申し上げます。
　昨年は新型コロナウイルス感染
症対策による業務の大きな変化、その中での災害派遣対
処等、めまぐるしく変動する中でも感染防止に努め国民
の命と安全を守り部隊等の即応性を維持、確保できたこ
とは精強な部隊であると実感しました。
　新年にあたり、引き続き対処方針に基づき感染防止と
隊員の身上把握に努め、任務に邁進できるよう、努力し
ていきたいと思います。

年 男
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新
配
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隊
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紹
介
!！

紹
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!！

新レンジャー隊員
誕生！

2士 橋本 未句

　今
年
は
1
月
か
ら
第
2
陸
曹
教
育
隊
に
入
校
す
る

の
で
、
そ
こ
で
し
っ
か
り
知
識
を
身
に
付
け
、「
人

と
の
繋
が
り
」
を
大
切
に
し
、
周
り
を
見
て
助
け
合

い
な
が
ら
行
動
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
こ
で
学
ん
だ
知
識
、
技
術
を
無
駄
に
す
る

こ
と
な
く
中
隊
、
連
隊
の
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
全
力

で
教
育
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　自
分
に
と
っ
て
大
事
な
1
年
に
な
り
ま
す
が
立
派

な
陸
曹
を
目
指
し
、
後
輩
隊
員
の
模
範
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

 

　我
が
重
迫
中
隊
筋
ト
レ
部
は
、
今

年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
大
会
中
止
で
、
大
会
に
出
場

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

我
々
は
大
会
が
目
標
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
鍛
え
て

い
る
の
で
は
な
い
、
備
え
て
い
る
ん

だ
」
の
言
葉
を
胸
に
自
衛
官
と
し
て

の
本
質
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

継
続
は
力
な
り

人
生1

度
き
り
！
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下士官上衣　
肩章の「32」は歩兵第32聯隊を意味している

聯隊旗を掲げ前進する当時の隊員たち奉天城を占領し入場式を行った

日露戦争に勝利した記念に作成された石版画
明治37年、仙台へ向け出陣した歩兵第32聯隊日露戦争の戦勝を記念して祝賀体操を披露する女子師範生徒

　「霞
城
連
隊
2
0
2
0
」
の
由
来
と
な
っ
た
歩
兵
第

32
聯
隊
通
称
「
霞
城
聯
隊
」
は
、
数
々
の
国
難
・
難

局
に
身
を
挺
し
て
立
ち
向
か
い
、
そ
の
全
て
に
お
い

て
武
勲
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、「
必
勝
の
信
念
」「
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
不
屈
の
精
神
」
を
兼
ね
備
え

た
日
本
屈
指
の
精
鋭
部
隊
で
あ
っ
た
。

　20
連
隊
は
「
霞
城
聯
隊
」
の
名
を
受
け
継
ぐ
唯
一

の
部
隊
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
郷
土
部
隊
と
し
て
、

引
き
続
き
何
事
に
も
真
摯
な
姿
勢
で
任
務
に
邁
進
し
、

平
素
の
防
衛
警
備
や
災
害
派
遣
に
迅
速
に
対
応
し
つ

つ
、
地
域
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
日
々

精
進
し
て
参
り
ま
す
。

日
露
戦
争
な
ど
で
銃
砲
弾
で
撃
ち
抜
か
れ
た
が
、

沖
縄
戦
が
終
戦
す
る
ま
で
守
り
抜
い
た
聯
隊
旗

歩兵
第32聯隊

山
形
の
郷
土
連
隊

「
第
20
普
通
科
連
隊
」の
ル
ー
ツ
　

山
形
歩
兵
第
32
聯
隊 

通
称「
霞
城
聯
隊
」を
大
調
査

歩
兵
第
32
聯
隊
に
つ
い
て
調
査

　「霞
城
連
隊
2
0
2
0
」、
昨
年
掲
げ
た
連
隊

の
合
い
言
葉
。
日
露
戦
争
以
降
、
数
多
の
国
難

に
対
し
、
そ
の
身
を
挺
し
て
戦
っ
て
き
た
山
形

歩
兵
第
32
聯
隊
、
通
称
「
霞
城
聯
隊
」、
そ
の

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
連
隊
は
各
種
訓
練
に
お
い

て
任
務
を
完
遂
す
る
為
に
練
成
し
て
き
た
が
、

皆
さ
ん
は
歩
兵
第
32
聯
隊
に
つ
い
て
ど
れ
程
ご

存
知
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
広
報
室
が
駐
屯
地
資

料
館
に
足
を
運
び
、
全
力
を
挙
げ
て
情
報
収
集

し
調
査
を
行
っ
た
。

歩
兵
第
32
聯
隊
の
発
足

　当
時
の
日
本
は
明
治
27
年
か
ら
28
年
に
か
け

て
日
清
戦
争
中
で
あ
り
、
陸
軍
の
編
成
は
、
東

京
に
1
コ
近
衛
（
こ
の
え
）
師
団
（
天
皇
と
皇

居
を
警
護
す
る
部
隊
）
と
全
国
に
6
コ
師
団
が

あ
り
全
部
で
7
コ
師
団
の
編
成
だ
っ
た
。戦
後
、

国
力
の
増
強
及
び
対
ロ
シ
ア
政
策
に
伴
い
、
新

た
に
6
コ
師
団
が
新
設
さ
れ
た
。
以
前
か
ら
、

東
北
に
は
仙
台
市
に
第
2
師
団
が
あ
っ
た
が
、

青
森
県
弘
前
市
に
第
8
師
団
が
新
た
に
編
成
さ

れ
、
そ
の
隷
下
部
隊
と
し
て
山
形
市
の
霞
城
公

園
に
歩
兵
第
32
聯
隊
が
誕
生
し
た
。
当
時
、
仙

台
市
に
駐
屯
し
て
い
た
歩
兵
第
17
聯
隊
に
お
い

て
、
山
形
県
出
身
者
の
隊
員
が
歩
兵
第
32
聯
隊

の
基
幹
要
員
と
な
っ
た
。
隊
員
た
ち
は
仙
台
市

か
ら
徒
歩
行
進
に
お
い
て
関
山
峠
を
越
え
、
作

並
付
近
の
民
家
に
宿
営
し
な
が
ら
1
夜
2
日
か

け
て
山
形
県
に
入
っ
た
。

　こ
の
歩
兵
第
32
聯
隊
の
誘
致
は
、
戦
時
体
制

下
に
お
け
る
軍
事
的
な
意
味
の
み
な
ら
ず
、
当

時
の
山
形
市
に
多
大
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
と
な
り
、
60
数
件
に
も
お
よ
ぶ
聯
隊
取
引

業
者
が
営
舎
周
辺
に
軒
を
並
べ
、
明
治
10
年
代

に
は
2
万
人
足
ら
ず
で
あ
っ
た
山
形
市
の
人
口

が
30
年
代
に
は
倍
の
4
万
人
ま
で
増
加
し
た
。

　2
千
人
の
兵
士
が
常
駐
し
て
い
た
聯
隊
に
、

面
会
等
で
訪
れ
る
人
が
利
用
す
る
旅
館
も
多

く
、
ま
た
、
近
隣
の
商
店
で
記
念
品
を
購
入
し

た
り
、
写
真
館
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
り
と
街

全
体
の
活
性
化
に
大
い
に
寄
与
し
、
現
在
の
山

形
市
の
原
型
を
造
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

　昭
和
20
年
終
戦
に
伴
い
、
米
軍
第
11
空
挺
師

団
の
一
部
が
神
町
に
進
駐
し
「
キ
ャ
ン
プ
ヤ
ン

セ
ン
」
と
呼
ば
れ
、昭
和
31
年
ま
で
駐
留
し
た
。

同
年
6
月
に
は
神
町
警
備
隊
が
発
足
し
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
基
地
が
返
還
さ
れ
、
10
年
あ
ま
り
の

米
軍
の
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
神
町
駐
屯
地
が

新
た
に
発
足
し
た
。
12
月
に
は
青
森
か
ら
第
20

普
通
科
連
隊
が
神
町
に
移
駐
し
、
現
在
ま
で
の

65
年
間
に
わ
た
り
地
域
と
と
も
に
歩
む
郷
土
部

隊
と
し
て
の
歩
み
を
重
ね
て
き
た
。

戦
時
下
の
歩
兵
第
32
聯
隊

　歩
兵
第
32
聯
隊
は
数
々
の
戦
役
に
出
征
、
就

中
日
露
戦
争
に
お
い
て
は
黒
溝
台
及
び
奉
天
会

戦
、
太
平
洋
戦
争
で
は
沖
縄
で
勇
戦
敢
闘
、
霞

城
聯
隊
と
し
て
勇
名
を
覇
せ
た
。

　日
露
戦
争
当
時
、
歩
兵
第
32
聯
隊
は
弘
前
第

8
師
団
管
下
に
所
属
し
て
お
り
、
明
治
37
年
6

月
、
第
8
師
団
に
対
し
て
戦
時
動
員
が
命
ぜ
ら

れ
、
同
年
8
月
28
日
い
よ
い
よ
歩
兵
第
32
聯
隊

に
も
出
発
命
令
が
下
り
、
9
月
2
日
霞
城
聯
隊

戦
時
編
成
約
3
千
名
は
霞
城
営
門
を
出
発
し

た
。　聯

隊
は
満
州
に
出
陣
し
各
地
を
転
戦
、
特
に

黒
溝
台
で
の
戦
闘
は
旅
順
攻
略
戦
と
共
に
、
日

露
戦
争
中
の
2
大
激
戦
と
な
り
、
正
面
に
あ

た
っ
た
歩
兵
第
32
聯
隊
は
全
滅
に
近
い
犠
牲
を

払
っ
た
。
中
で
も
黒
溝
台
戦
闘
の
「
蘇
麻
堡
守

備
」
の
一
戦
は
激
戦
中
の
激
戦

で
あ
り
、
最
も
多
い
犠
牲
を
出

し
な
が
ら
も
、
土
壁
や
家
屋
を

利
用
し
、
防
御
戦
闘
を
展
開
、

防
御
の
利
を
最
大
限
に
発
揮
し

飽
く
ま
で
戦
闘
を
継
続
し
た
。

そ
の
状
況
は
ま
さ
に
戦
国
時
代

の
武
士
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
組

打
ち
や
一
騎
討
ち
の
白
兵
戦
と

な
り
、
多
く
の
武
勇
談
を
残
し

た
。　そ

の
後
の
奉
天
会
戦
に
お
い

て
は
世
界
最
強
の
陸
軍
と
言
わ

れ
た
ロ
シ
ア
軍
32
万
の
兵
力
に
対
し
日
本
軍
25

万
と
差
は
歴
然
で
あ
っ
た
が
、
全
身
全
霊
を
か

け
て
戦
っ
た
日
本
軍
が
ロ
シ
ア
軍
を
撃
破
し

た
。
こ
の
戦
い
に
お
い
て
も
奮
闘
し
、
全
国
に

名
を
轟
か
せ
た
。

　現
在
、
霞
城
公
園
に
爛
漫
と
咲
き
誇
る
桜
の

木
は
凱
旋
記
念
に
出
征
将
士
と
補
充
隊
（
新
兵

を
教
育
訓
練
す
る
組
織
）
の
全
員
が
乏
し
い
給

与
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
寄
付
し
た
お
金
で
吉
野

か
ら
染
井
吉
野
桜
の
苗
木
千
本
を
購
入
し
、
植

え
た
も
の
。

　昭
和
20
年
3
月
、
太
平
洋
戦
争
に
出
征
し
て

い
た
歩
兵
第
32
聯
隊
は
首
里
戦
線
の
攻
防
に
参

加
、
物
量
を
誇
る
米
軍
の
凄
ま
じ
い
弾
雨
下
に

果
敢
な
肉
弾
戦
闘
を
展
開
、
て
き
弾
筒
で
戦
車

部
隊
を
か
く
乱
、
地
雷
戦
術
、
手
榴
弾
攻
撃
と

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
必
死
に
攻
撃
を
継
続
し
、
最

後
は
日
本
刀
と
銃
剣
の
連
夜
の
斬
込
隊
の
出
撃

で
総
攻
撃
を
繰
り
広
げ
、
2
日
間
に
わ
た
る
死

闘
が
続
い
た
。
こ
の
攻
撃
の
激
し
さ
は
「
も
う

2
時
間
日
本
軍
に
攻
撃
を
続
け
ら
れ
た
ら
、
総

退
却
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
後
に
米
軍
士

官
が
述
懐
し
て
い
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　同
年
6
月
、
沖
縄
守
備
軍
の
玉
砕
は
す
で
に

発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
32
聯
隊
本
部
は
な
お
健

在
で
あ
り
、
米
軍
の
更
な
る
侵
攻
を
厳
に
警
戒

し
、
自
動
小
銃
、
軽
機
関
銃
の
ほ
か
鹵
獲
兵
器

も
あ
り
、隊
員
の
士
気
は
旺
盛
な
状
態
を
保
ち
、

日
本
降
伏
を
告
げ
る
ビ
ラ
が
戦
場
一
帯
に
ば
ら

ま
か
れ
て
も
、
な
お
斬
込
み
攻
撃
を
続
け
、
最

後
の
最
後
ま
で
不
撓
不
屈
の
精
神
を
心
に
灯

し
、
諦
め
ず
に
戦
っ
た
。

　※
沖
縄
守
備
軍
の
任
務
は
南
西
諸
島
を
本
土

と
し
て
守
り
ぬ
く
こ
と
で
は
な
く
、
出
血
消
耗

に
よ
っ
て
米
軍
を
沖
縄
に
釘
付
け
に
し
、
国
体

護
持
・
本
土
決
戦
に
備
え
る
事
だ
っ
た
。

【取扱代理店】

神町駐屯地：

防 衛 省
 団 体 取 扱

　　☆　その他各種損害保険取扱い。

<お見積・資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/>

 団 体 取 扱

防 衛 省 退 職 後 団 体 傷 害 保 険

職　員
家　族

 共 済 組 合

<総合賠償型・親介護補償型（特約）オプション>

 共 済 組 合 火 災 保 険

   井上・西塚     0237－48－1151（内線 5338）

詳しくは、下記の各駐屯地保険常駐員にご相談ください。

防 衛 省

<団体長期障害所得補償保険「長期所得安心くん」略称：ＧＬＴＤ>

団 体 傷 害 保 険

防 衛 省 が ん 保 険

20212021011


